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会    議    録 

会議の名称 第９回（仮称）第二次小牧市企業新展開支援プログラム策定検討委員会  

開 催 日 時 令和４年１２月２２日（木）午後２時００分～午後３時００分 

開 催 場 所 こまき新産業振興センター セミナールーム 

出 席 者 及

び欠席者 

【委員】 

○出席者   

清水真  （中部大学 経営情報学部 教授） 

鈴木義久 （東春信用金庫 理事長） 

秦野利基 （株式会社竹藤商店 代表取締役） 

藤本康之 （株式会社光製作所 小牧工場長） 

坪井和巳 （小牧商工会議所 専務理事） 

辻中正直 （こまき新産業振興センター長） 

 小林直浩 （地域活性化営業部長） 

○欠席者   

長谷川雅彦（株式会社ベルカンパニー 代表取締役） 

中村公彦 （株式会社大京化学 代表取締役） 

〇事務局 

 三品克二（地域活性化営業部次長）  

 久田雅樹（商工振興課長） 

 宮本智成（商工振興課 新産業創出係長） 

関戸一憲（商工振興課  新産業創出係 主事） 

  大山 曜（ (株)国際開発コンサルタンツ） 

傍聴の可否 ☑可  ☐否  傍聴定員 ３名 傍聴人数 ０名 

次 第 
１ 小牧市企業新展開支援プログラム（2023～2027）について 

２   その他 

配 付 資 料 資料１ 小牧市企業新展開支援プログラム（ 2023～ 2027）（案） 
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会   議   内   容 

【事務局】 

本日は、大変お忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございま

す。定刻となりましたので、ただ今より、第９回（仮称）第二次小牧市

企業新展開支援プログラム策定検討委員会を始めさせていただきます。

本会議は公開としており、傍聴人数は０人です。 

 

なお、株式会社ベルカンパニー長谷川委員、株式会社大京化学中村委

員におかれましては、本日欠席となっておりますが、本委員会前に事前

説明を行い、ご意見を頂戴しておりますので、後程、議事の中でご紹介

させていただきたいと思います。 

 

お手元の次第のとおり、本日は、（１）小牧市企業新展開支援プログラ

ム（ 2023～ 2027）について、（２）その他について、を議題とさせてい

ただいております。 

委員の皆様からのご意見を伺いながら、作業を進めてまいりたいと考

えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事の取り回しにつきましては、委員会設置要綱第３条第

２項の規定に基づき、清水委員長にお願いいたします。 

 

【清水委員長】 

今年もあと１０日をきっており、お忙しい中お集まりいただきありが

とうございます。 

本日の議題としては、 

（１）小牧市企業新展開支援プログラム（ 2023～ 2027）について 

（２）その他 

であります。今回はプログラムの全体案を確認いただくことになります

ので、慎重にご審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

それでは議題 1 に入ります。小牧市企業新展開支援プログラム（ 2023～

2027）について、事務局より説明を求めます。 

 

１  小牧市企業新展開支援プログラム（ 2023～ 2027）について  

 

【事務局】  

今回の資料であります、小牧市企業新展開支援プログラム（ 2023～

2027）についての大部分は、前回までの過去の会議にてご確認いただい
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た内容となっております。今回は「はじめに」に該当する、１ページか

ら１４ページまでを新たに追加し、全体案を取りまとめたものでござい

まして、全体の構成に沿って順番に説明させていただきます。まず表紙

をめくっていただきますと、市長あいさつとなっていますが、こちらは

現在市長に確認中ですので、最終段階で追記させていただきます。  

続いて、１ページ目が「はじめに」です。こちらは計画の背景と目的と

いうことで、現行のプログラムが２０１２年から議論を経て策定された

こと。その後２０１９年から策定作業を開始したが中断したこと。あと

は、今回のプログラムを策定するに至った背景を３段落目以降に記載し

ています。  

続いて２ページですが、こちらは計画の位置付けということで、本プロ

グラムは市の最上位計画となります、「小牧市まちづくり推進計画」の推

進を担う行動計画（アクションプラン）としての性格を持っていること

から、まちづくり推進計画から矢印で下りてくる形で本プログラムを置

いております。また関連する市の計画として、右側に小牧市まち・ひと・

しごと創生総合戦略、小牧市 SDGs 未来都市計画、ゼロカーボンシティ

宣 言 が 入 っ て き て お り ま し て 、 左 側 は あ い ち 経 済 労 働 ビ ジ ョ ン

2021-2025 が入ってくるという体系を示しております。  

３ページは、小牧市まちづくり推進計画の施策の体系を置いております。 

４ページは、まちづくり推進計画のなかで、本プログラムに関わるもの

をお示ししております。都市ビジョンとしては、３の魅力・活力創造都

市が該当しまして、戦略３「住みたい」「働きたい」「訪れたい」魅力あ

ふれる小牧を創造という内容で、具体的な重点事業としては、「３－３将

来を見据えた市内産業力の強化」、「３－４プレミアム商品券による商業

振興」を置いております。その下からは、まちづくり推進計画で商工業

の部分に該当する基本施策の部分を抜粋しておりまして、４・５ページ

はその中の「展開方向１：産業集積を進めます」「展開方向２：既存事業

所の経営を支援します」「展開方向３：起業、創業希望者を支援します」

「展開方向４：採用活動と求職活動を支援します」の内容をそのまま転

記しております。  

６ページは、第２期小牧市まち・ひと・しごと創生総合戦略でこちらも

全体の体系図を抜粋して記載しています。  

７ページからは基本目標、基本的方向、数値目標や施策１から順に抜粋

して転記しています。こちらが同様に８ページから１０ページまで続い

ております。  

１１ページは、愛知県の「あいち経済労働ビジョン 2021-2025」の全体

の体系図を抜粋してここに記載しております。  

１２ページはその中で、６つの柱と基盤施策が１つの基盤施策が置かれ

ておりまして、こちらも愛知県の資料を抜粋して記載しております。  
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１３ページは政府の「経済財政運営と改革の基本方針」の２０２１年度

と２０２２年度の２か年分の一部抜粋となっておりまして、いわゆる骨

太方針というものです。ここのなかで、２０２１では、グリーン社会で

あるとか脱炭素化、官民挙げたデジタル化が上げられており、２０２２

でもグリーントランスフォーメーションやデジタルトランスフォーメー

ションが上げられております。  

１４ページは本プログラムの計画期間を示しておりまして、２０２３年

度から２０２７年度までの５年間としています。その下の部分は、１５

ページ以降の本プログラムの構成を簡単にまとめた内容となっておりま

す。  

続きまして１５ページから１８ページまでは、令和３年１２月に開催し

た第５回策定検討委員会でご確認いただいた内容です。  

１５ページは現行プログラムの体系を示しております。  

１６ページは現プログラムの評価指標の設定の考え方を置いており、  

１７ページはその個別評価ということで、実績値を取ってその評価とし

て〇・×・△で示しております。  

１８ページは、それらをもとに評価のまとめということで記載しており

ます。  

続いて、１９ページから７７ページ及び、１０７ページから１２５ペー

ジの内容については、先月の第８回策定検討委員会においてご確認いた

だいた内容で、改めて順に説明させていただきます。  

１９ページからは、本市の産業を取り巻く現況の整理ということで、始

めに人口の見通しを示しておりまして、２１ページからは、日本の産業

動向を示しております。  

２４ページからは日本の製造業の動向ということでご確認いただいてお

ります。  

２６ページからは新型コロナウイルス感染症の影響ということで、具体

的なデータを掲載しています。  

２８ページからは、デジタル化の動向ということで、こちらも統計デー

タと解説を掲載しています。  

３１ページからは、電子商取引市場動向ということで、いわゆるＥＣサ

イトの動向をお示ししています。  

３４ページからは、 SDGs 未来都市・ゼロカーボンシティの内容になっ

ておりまして、本市が未来都市に選定されてそれにもとづく未来都市計

画を抜粋して記載しております。  

３６ページはゼロカーボンシティ表明を本市が行ったこと。その趣旨を

記載してご確認いただきました。  

３７ページからは、立地条件・地形・土地利用現況を示しております。  

４３ページは、これまでの本市の集積の経緯ということで、事業所数の
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推移や市税との関係をまとめています。  

４４ページは本市の産業構造をグラフで示しております。  

４５ページは近隣市との比較ということでデータを掲載しています。  

４６ページは本市の就業者の産業別動向を示しています。  

４７ページは昼間人口が多いことを示しています。  

４８ページからは女性労働力の動態ということで、それに関連する資料

を掲載しています。  

５０ページからは本市の経済循環ということで、国のリーサスという資

料を用いまして、マクロなデータを拾っておりまして、５１ページは付

加価値額等を産業別に示しております。  

５２ページは本市の製造業の特徴ということで、主要指標の推移を５３

ページまで掲載しており、５４ページでは近隣市との比較を示していま

す。５６ページ以降も引き続き主要指標ということで、事業所、事業者

あたりでの近隣市との比較を示しております。  

５８ページからはさらにそのなかで中分類別に愛知県と比較する形で掲

載しております。  

６０ページは従業者規模別産業中分類別事業所数で、６１ページからは

規模別主要指標の比較ということで、愛知県平均と比較しております。  

６３ページからは運輸業の内容になっておりまして、現況とこれまでの

推移を示しております。  

６４ページからは卸売・小売業の特徴で、データやグラフを記載してお

ります。  

７２ページは市の家計所得ということで近隣市との比較を置いておりま

す。  

７３ページは新設・廃業率の状況をグラフと表にして記載しております。 

７４ページはプレミアム商品券の内容で、実施状況、電子決済の導入状

況、プレミアム商品券の電子化の検討状況を記載しております。  

７８ページからは、事業所ニーズの状況の把握ということで、事業者ア

ンケートの結果を抜粋しております。７８ページから１０６ページの内

容につきましては、第６回策定検討委員会で確認をいただきました。  

アンケート結果につきましては、アンケート結果単体で１００ページ程

ありますので、ここでは主な調査結果ということで抜粋したものを記載

しています。  

７９ページでは、近年の経営状況をお聞きしています。  

８０ページでは、売上全体に占める固定客の状況と新規顧客の状況をお

聞きしています。  

８１ページでは、今後の事業の方向性と事業承継についてお聞きしてい

ます。事業承継についてのアンケート結果が８３ページまで続いており

ます。  
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８４ページから９１ページは、人材の確保に関する設問を抜粋して記載

しております。  

９２ページから９５ページは、経営の効率化ということで、デジタル化・

DX に関する設問を抜粋して記載しております。  

９６ページからは、省エネルギー、脱炭素、SDGs に関する調査結果を

記載しております。  

９９ページからは、各分野の重要度ということで、まずこまき新産業振

興センターの認知度に関する結果を記載しております。  

１００ページでは、アフターコロナを見据えた経営で重要度が増した点

ということで、相対的な順位を付けておりまして、この中で一番上の「人

材の育成」や上から４つ目の「人材の確保に向けた取り組み」が上がっ

ているということで、人材に関する重要度が増していることを確認して

おります。  

１０１ページからは、産業集積、次世代成長産業分野についてお聞きし

ております。  

１０１ページは社屋等の増設・移転の可能性についての設問です。  

１０２ページは具体的な増設先の候補地や課題をお聞きしております。

１０３ページは行政に対して必要と思われる支援や、航空宇宙産業や次

世代成長産業に関してお聞きしております。  

１０５ページの上半分については、航空宇宙産業や次世代成長産業へ参

入するにあたっての行政に期待することをお聞きしておりまして、下半

分については、こまきプレミアム商品券について１０６ページまでお聞

きしております。  

１０７ページからは、前回の第８回策定検討委員会でご確認いただいた

内容となっていまして、１０７ページは課題整理となっておりまして、  

課題１が中小企業の持続的な企業経営。課題２がデジタル化・DX、脱炭

素への対応。課題３が企業立地・次世代産業の推進。課題４が企業の新

たな取組や起業・創業の促進。課題５が人材の確保・育成ということで

置いております。  

１０９ページからは、産業振興の基本理念と体系ということで、１０９

ページは基本理念を置くにあたって、本市の現況や背景を改めて記載し

ておりまして、最後の段落では現行のプログラムを引継ぐ形で継続しな

がら、アフターコロナ社会を支える産業・経済の確立を目指すことでま

とめております。  

１１０ページは、それを基に産業振興の体系ということで、基本理念に

付随する４つの戦略とそれぞれの取組方針の体系図をまとめておりま

す。  

１１１ページから１１２ページは、戦略毎の説明を記載しております。  

１１３ページから１２２ページは、各戦略に紐づく具体的な取組みを、
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各戦略の取組方針毎に記載しておりまして、こちらも前回の策定検討委

員会でご確認いただいた内容となっております。  

１２２ページの真ん中より下は、見直し及び今後に向けて検討中のもの

ということで、今後の制度設計に向けて検討中のものや、見直し中のも

のを記載しております。  

１２３ページは、こまき新産業振興センターの概要と、先ほど説明しま

した各戦略の取組方針について、こまき新産業振興センターと連携して

実施していくことから、このような内容を記載しております。  

１２４ページは、推進体制ということで、こまき新産業振興センター、

小牧商工会議所、市内金融機関様と連携して支援を行っていくことを示

しております。  

１２５ページは、プログラムの推進について、PDCA を表していまして、

特に「CHECK」のモニタリング組織を設置して、プログラムの進捗状況を

確認していくという内容で記載しています。  

 

今までが全体の流れでして、３７ページの本市の産業の現状についての

部分では、過去の策定検討委員会で、付加価値額の推移について個別に

確認できると良いとか、コロナの前後でどのような変化があったかは非

常に気になるところで、それが開業や廃業に関わってくるのではなかと

いうご意見をいただいておりまして、事務局からは令和３年の統計デー

タが１２月以降に更新されるということでスケジュール上、本プログラ

ムに反映することが難しい状況ですが、毎年進捗状況を把握するなかで

追いかけられるように検討していきたいと説明させていただいておりま

す。  

また、７８ページの事業者ニーズの状況の部分については、過去の策定

検討委員会では、業務を通じて感じていたことが反映されており、本音

ベースで回答されているので、これを基に色々な対応策を考えると良い

のではないか。というご意見。また、零細企業と中堅企業では目指すと

ころが違うので、階層に合わせた支援をしながら結果に導くことを、わ

かりやすく段階的に示していくことが理解に繋がって、さらにチャレン

ジしようという機運が高まっていくのではないかというご意見。あとは、 

大企業、中堅企業、零細企業、個人事業主と分けられるなかで、日本で

は９９％が中小企業者になることから、どこにターゲットを置くかを明



別紙１ 

8 

 

確にしてプログラムを策定する必要があるというご意見をいただきまし

て、商工振興課の支援制度では基本的なターゲットとしては今後も中小

企業者になっていくというものが多いですが、その内容につきましては

モニタリング組織を経て見直しをしていくこととしています。  

続いて、１０７ページからの課題整理については、過去の策定検討委員

会では、例えばテレワークに取組んだ事業者がテレワークを止めるとい

う事業者も出ているという状況も加味しながら考えていただきたい。人

手不足については、新卒採用だけでなく外国人労働者も該当すると思う

が、昨今の円安で日本に来たくなくなっていることも出てきているので、

この下がってしまった部分を補填するということも検討してもらえると

良いというご意見や、デジタル化補助金で DX を推進していくというこ

とだが、現実はそこまでの事業者はあまりいない。確かに一部の企業は

該当するかもしれないが、大半の事業所はシステムを入れる前の段階で、

アンケート結果には、ホームページを製作することが DX だとか、カー

ボンニュートラルは LED に交換する程度という現状を前提に、支援内容

をある程度厚くしないと、事業者が乗っかってこないのではないかとい

うご意見をいただいておりまして、事務局としてはそういったホームペ

ージ製作や LED 導入経費への補助も実施しているということで、今後も

対応していく方向でおります。  

また、本プログラムのなかで次世代産業というワードが良く出てくるが、

この業種に従事する事業者は市内でも約３割で、残り７割は昔からの製

造業等。予算の関係もあるだろうが、次世代産業に限定せず全業種の事

業者を対象にしてもらえると良いというご意見もいただいておりまし

て、事務局としては例として、インターンシップ受入助成金については、 

現在は次世代産業限定で実施していますが、商工会議所様からの要望も

いただいておりまして、その運用状況等を考慮しながら検討していきた

いと考えております。その他、本プログラムは策定して終わりではない

ので、モニタリングをしながら必要に応じて変更等をしていきたいと説

明をさせていただいております。  

他には、副業に関連して、自社では集中して取り組みたい業務がある時

に内職サイトを活用したり、求人サイトに費用をしっかり払って雇用す

る場合もあり、適材適所に費用をかけてやっていかないと人件費の課題

に直面する。そこで DX という流れになるが、それなりの規模の会社で
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ないと取り組めない状況で、数千万円という投資でも DX 完成には程遠

い状況ではないかというご意見もいただいております。  

これらのご意見を説明したうえで、本日欠席の２名の委員からのご意見

を紹介させていただきます。  

まず、長谷川委員からは、人口問題もあり人材確保は難しくなっていく。

デジタル化、ＤＸに取り組まないと人口減少の中で残っていけないとこ

ろも出てくるだろう。特に、現状利益が出ているところほど環境変化に

対応できない傾向にある。わかっていても後回しになってしまうケース

もあるだろう。続いて、設備更新だけでは生産性は上がるが変化への新

たな意識づけまでには繋がらない。市やセンターの支援も実際に声をか

けるチームの取組みから段階的に広げていくことになるだろう。さらに、

市からこまき新産業振興センターの D2C セミナーの紹介を受けて、これ

からは経営とデザインが密接に関わってくる。何をデザインするか、自

社がどういう価値を創出するか、これはサービス業にも関わることであ

る。というご意見をいただきました。 

中村委員からは、大企業、中小企業、零細企業でそれぞれ温度差がある

だろう。人材確保については、当社では何とか中途採用もできているが、

10～20 人規模の事業者では人材が入らないと聞いている。良い人材を採

るならお金をかけないといけないが、単に募集サイトに載せるだけでな

く独自に人材確保のルートを持つことも効果的である。続いて、自社に

合った人材をどう採るか、自社に合うかどうかの見極めも重要である。

単に自社に馴染むだけではなく会社に刺激を与える人材を採るようにし

ている。続いて、人材確保の課題の関連で、Ｍ＆Ａなどの選択肢を広げ

ることもあるだろう。続いて、当社はポリテクセンター、名古屋市工業

研究所に相談したり関わったりすることもあるが、そういう機関を活用

したこともない事業所も多い。自助・公助・共助という言葉があるが、

まずは自助を考える機会が必要。最後に、売れないではなく、売り方を

考える必要がある。スピード感は元々中小企業が得意な部分であり、考

え方を変えていかに付加価値を付けるかが重要になる。といったご意見

をいただきました。以上で議題１の説明とさせていただきます。 

 

【清水委員長】  

ご説明はありがとうございました。ただ今プログラム全体案を皆様に
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ご確認いただきました。ご質問、ご意見はありませんか。 

 

【秦野委員】 

 現行のプログラムが策定された後、小牧市中小企業振興基本条例が施

行されていますが、この理念がどのように反映されているのかを伺いた

いのが一つ。もう一つ、１２４ページの推進体制のイメージについてで

すが、案の中ではこまき新産業振興センターと商工会議所と金融機関の

３団体だけの記載ですが、市内の事業者がそれぞれの分野で組合だとか

協会を作っていますけれども、そういったところの協力はいただかない

のかということで、SDGs で言えば１７番の協働パートナーシップが該当

すると思いますが、もう少し図式に載せていただいたほうが良いと思い

ました。 

 

【事務局】 

 条例つきましては、意識的にプログラムのここに該当させたというこ

とはないのですが、本プログラム策定の途中では車座会議でもプログラ

ムの内容についてご説明して、ご意見をいただいておりまして条例の内

容を加味して作成していると事務局としては考えております。 

 

【秦野委員】 

 できれば条例の理念などをプログラムの中で触れていただけると読み

手の方にも認識してもらえるかなと思ったところです。 

 

【事務局】 

 はい。目次１の「はじめに」のなかで、まちづくり推進計画等を記載

するなかに、反映させる形で検討させていただきます。 

 

【鈴木委員】 

 課題という面に関しては、一昨日の日銀の金融緩和について、マイナ

ス金利が解除されるということで、中小企業は最近までの状況とは変わ

ってくるのではないかということが１点。それから推進体制についてで

すが、推進のプラットフォームを明確に描くべきだと思います。原案で

はこまき新産業振興センターが最上位にあり、一番牽引する役割のよう

になっていますが、だとするとこまき新産業振興センターの体制をもっ

と強化するべきだと思いまして、今の状況では牽引ということまでは難

しいのではないかと思います。３点目としては、前回の委員会は欠席し

ましたので意見として出したのですが、具体的な取り組みを見ますと、

素晴らしいと私は評価しているのですが、これをどのように周知するか

という具体策を少し盛り込んでいただいたほうが良いと思いました。 
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最後に、人手不足についてですが、企業によって人手不足の意味合いが

違っております。高齢化を若返りさせたいという人手不足、採用した職

員の早期退職による人手不足、募集しても集まらないという人手不足、

専門知識のある職員の人手不足、など色々なパターンがあると思われま

すが、これを市で支援するというのは限界があるかとも思いますが、こ

のようなことも踏まえて支援してもらえると良いかと思います。 

 

【事務局】 

 まず推進体制のイメージの表し方ついては、いただいたご意見を踏ま

えて検討させていただきます。それと周知については１２５ページの「プ

ログラムの推進に向けて」で触れさせていただければと考えています。 

周知の仕方については、車座会議でもご意見をいただいておりますので、

考えられる周知の仕方は取組みたいと思います。人材不足については、

新たに戦略として打ち立てました。具体的な施策として１２１ページに

２つの補助制度の創設を示しておりますが、それが全ての課題に対応で

きるかというと不十分なところもあるかと思いますので、１２５ページ

の PDCA を回していくなかで、モニタリング組織で補助制度がどのような

効果があるかの検証を含めて検討させていただいて、より良い制度にし

ていきたいと考えておりますので、その節にはまたご意見をいただけれ

ばと思っております。 

 

【委員長】 

 前回小林委員が言われていましたが、策定してこれで終わりではなく

て、随時見直しをしていくということなので、そこで効果等を検証でき

るということですね。他にご意見はありますか。 

 

【坪井委員】 

 先日の日銀の発言を受けて、これから金利が上がっていくことが想定

されますので、その辺りを加味していかないと、またすぐに改定しない

といけないということが危惧されます。 

 

【事務局】 

 コロナ禍で策定作業を中断してアフターコロナということで再開させ

ていただいたのですが、再開後でもウクライナ侵攻であったり、物価高

であったり、めまぐるしく経済環境が変化するスピードが速くなってき

たということで、現行プログラムと違うところはモニタリングで随時見

直していくことを記載させていただきました。坪井委員がおっしゃられ

たことは非常に重要だと思っておりますので、フレキシブルに対応して

いく形で運営していきたいと思っております。 
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【清水委員長】 

 ありがとうございました。他にご意見等いかがでしょうか。 

 

【辻中委員】 

 数値目標についてですが、１０ページの施策４の「市の施策を通じて

就職した人数」が１０人とありますが、７ページの「次世代成長産業分

野に属する新規企業の数」が７件という大きな目標と比較すると、薄く

なっていると感じまして、これを読んだときに企業さんが違和感を抱か

ないかが心配というのが感想です。 

 

【秦野委員】 

 ちょっとした説明がないと、これだけしか目標にしないのかというこ

とで、読み手が市のやる気に対して疑問を抱いてしまうので、何か補足

説明があると良いと思います。 

 

【事務局】 

 わかりました。事務局で詳細の説明を追記したいと思います。 

 

【清水委員長】 

ありがとうございます。他に意見は無いようですので、議題２に入り

たいと思います。事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

今後は、年明けよりパブリックコメントを実施していく予定ですが、

実施時期については、今後、市長選挙でのマニフェストなどにより、新

たなプログラムの追加なども新市長より提案される場合も考えられます

ので、選挙後の２月中旬頃から３月にかけて実施していく予定です。そ

の後、今年度中に完成します。  

また、今後、本プログラムの内容に追加や変更等があった場合は、改

めて本策定検討委員会を追加で開催し、各委員にご確認いただきたいと

考えております。  

委員の皆様におかれましては、ご多忙の中お手数をおかけしますが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【清水委員長】 

 説明は終わりました。ご意見、ご質問はありますでしょうか。 

 他には全体を通じてよろしいでしょうか。 
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【小林委員】 

 先ほどから事務局が説明しておりますが、モニタリング組織を設けて

経済状況に合わせて見直しをしていくという斬新なプログラムだと認識

しております。そうした中でモニタリング組織については、機動性を重

視して、本委員会よりも人数的にもう少し小規模とした形で来年度以降

に立ち上げたいと思っております。モニタリング組織の委員については、

本策定検討委員会の委員様にも引き続きお願いさせていただくことがあ

るかと思いますので、その際にはご協力をお願いいたします。 

 

【鈴木委員】 

計画期間について、本プログラムは５年計画となっていますが、どん

どん世の中が変わっていきます。その変わるスピードが少し前であれば

３年に１回ぐらいのところが、今では半年に１回ぐらいのペースになっ

ているのが現実だと思いますし、これからもっと加速していくことが予

想されます。そうすると、せっかく時間をかけて策定してもスタートの

段階でかなり状況が変化してしまっているがこれからは多くなると思う

ので、５年間という長期の計画を策定するとしたら、もっとざっくりと

した内容で良いと思います。細かい所まで入り込むと前提条件が変わっ

たときにそぐわない形になってしまいますので、例えば人口減少や事業

者数の減少のような絶対条件から考えられる内容の方が良いのかなとも

思っておりましたので、次回からの話になると思いますが検討していた

だければと思います。 

 

【小林委員】 

実はこのプログラムについて市長説明した際に、計画期間については、

２０２７年は５期目に入ってしまうということで、２０２６年までのほ

うが良いのではないかという議論もありました。要は市長の任期を超え

た計画は策定しない方が良いということで、政治と行政が一体化という

考えも持っていらっしゃるので、鈴木委員のおっしゃられたことも踏ま

えて、計画期間については庁内でもよく検討していきたいと考えており

ます。 

 

【清水委員長】 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

なければ、これで議事を終了し、事務局にお返しします。 

 

【事務局】 

 委員の皆様、ご議論、ご確認いただきありがとうございました。 

 先ほど説明でもありましたとおり、年明けよりパブリックコメントを
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実施予定であります。 

 また、市長マニフェスト等により加筆・修正等があった場合には、改

めて本委員会でご確認いただきたいと考えております。 

 年度末の大変ご多忙の中ではありますが、委員の皆様のご協力を賜り

ますようどうぞよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、第９回（仮称）第二次小牧市企業新展開支援プロ

グラム策定検討委員会を終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 


